第６回　施設処遇検討会議　議事録

H19.5.21　13:30～15:00

青風荘ホール

　　　　　　　　　出席者：清水S.G.M・秋山S.G.M・小松・山田・原・山口・三浦・馬渡

（欠席者：千葉C.E.O・村田顧問・長谷部A.O.M・佐々木・小坂）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 記　録：馬渡

議題

１：吉田　キクエ　様　（青風荘入所者様）の処遇について

２：川口　和人　様　（青明舎利用者様）の処遇について

３：本田　英之　様　（青山荘入所者様）の処遇について

１：吉田　キクエ　様　（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症 

　＜問題点＞

　　　①保護者との関係

　　　　　　　　介入方法→・７月保護者が変更となってから、一度も面会などに来られない為、保護者と面談を行ない一度来て頂くよう介入していく。

　　　②体重増加防止と身体機能の維持

　　　　　　　介入方法→・買い物祭には、買う物についてきき、カロリーの少ない物を買うようアドバイスする。

　　　　　　　　　　　　・カロリーの高いのも（餅、饅頭など）を買ってきた際には、少しずつ食べるように指導する。

・塩辛、南蛮味噌を一度に大量に食べる為、その都度、声掛けし塩分の取りすぎでなる病気について説明し、控えるよう促す。

・健康プログラムにて、毎週体重を計り、自分の体重について意識してもらい、その都度、体重増加に伴って起こる病気や体への負担について説明する。

・体重が減った際には、振り返りを行い評価する。

・朝の体操を促し、健康プログラムにて、散歩などの運動を取り入れる事で身体機能・体重増加防止する。　

＜評価＞

保護者が兄の子供から本人の子供に変わったことは本人には知らせていない。本人と保護者の関係性があまり良くない為、今後何かあった時には、本人の面倒を見る保護者との面接・面談を通して早急に介入が必要である。本人の現在の機能をそのまま維持できるようにこれからもプログラムを維持し身体機能の維持・体重増加防止する。

２：川口　和人　様　（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症

　＜問題点＞

　　　①百石荘での職親訓練を継続。

　　　・将来の一般就労にむけた活動ができる。

介入方法→・メニュー表に従い訓練を継続し、体調に変化がある時は必ず訓練先のスタッフに伝える。

・青明舎に来所された時は現状についてスタッフに伝える。また外来受診日以外でも青明舎に来所してもらい就労について相談してもらう。

・ハローワークに求職登録

・今後の就労にむけての具体的な内容を関係機関と話し合い、役割を明確にして支援を行う。

　　　②余暇時間の活用

　　　　　　　　介入方法→・余暇は家に引きこもりにならないよう家族と外出したり、地域交流会、青明舎行事に参加するよう促す。

＜評価＞

　　　本人は青明舎に月に一度は来ている為、その時に本人と面談を通して現在の状況を確認すると共に、この先一般就労に向けての具体的な内容を関係機関と話し合いを設け、それぞれの役割を明確にして支援を行う。地域交流や、青明舎行事に参加するように職員が電話などで誘うなど、出来るだけ引きこもらないように、家族に対しても余暇時間の使い方を本人と話し合うように支援する。

３：本田　英之　様　（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　

　＜問題点＞

　　　①生活リズムの乱れ

　　　・起床・就床時間の乱れ

　　　・服薬時間が守れない

介入方法→【起床・朝食後薬】

・8時までに朝食摂取・服薬を完了することとしているが、起床に時間を要する為、当直職員が７時前から数分置きに声掛けを行い、本人へ起床を促す。

　　　　　・薬包管理を朝食摂取前と朝食摂取後（服用後）の2回行う。

　　　　　　　　・起床時間・服薬時間に改善が見られない場合は、改善されるまで朝の自炊を制止し、朝食後薬のみ事務室管理とする。（次回8時を過ぎて服薬した場合には朝食後薬は事務室管理とすること決定済み）

　　　　　　　　【就寝・就床前薬】

　　　　　　　　・20時までに就床前薬の確認がない場合は、本人へ声掛けを行い、服薬させる。

　　　②職員へ話さなければ行けないことの判断や区別をつけることができない

介入方法→・毎週１回の面談を月曜日（外来日）の午後に設定し、本人が外来時に話したことを忘れないうちに伝えられるようにする。（面談は時間を決めて行う）

　　　　　・週１回外来カルテの確認を行う。（本人が話したこと・薬の変薬等）

　　　　　・面談で得た情報について予定があるもの（外来時間・外泊日・歯科受診等）は、前日に再度時間や変更がないかを確認する。

③生活訓練への取り組み

・現在必要な訓練を優先付けて取り組むことが出来ない。

・金銭管理

介入方法→・訓練に対する意識はあるももの、現実検討能力が低いことから、今やらなければならないことを優先付けして行うことが出来ない為、面談において必要な訓練を確認し優先順位を決める。

　　　　　・目的を見失うことなく訓練に取り組む事が出来るよう、１週間に１度振り返りの時間を設け、目標の設定・評価を行う。

・決められた額内で金銭を使い、管理することが出来るよう、小遣い帳の確認を１週間に１度行い金銭管理指導を行う（使用別に金銭を振り分け、それぞれの使用限度額を把握し、振り返りの際に確認・調整しながら金銭管理を行う事で、必要があれば行動を自制する）。

　　　　　　　　・家族からの過剰な援助が訓練の支障にならなぬよう、家族へも訓練の意味合いを理解して頂く共に、本人への訓練を行う理解と方法をその都度説明し、理解した上で訓練に取り組んでいただく。

　　④家族関係の調整

　　・母との関係性

　　　介入方法→・職員間で情報を共有・把握しながら、統一した介入を行うことで、混乱やトラブルを未然に防ぐ。

　　　　　　　　・面談を行い、青山荘内での問題点、訓練の必要性や意味合いなどを説明し、理解・納得していただきながら職員と共に検討し、訓練を進める。

　　　　　　　　・外泊時の生活状況などを家族が来荘した際確認することで、職員と家族間も情報を共有し、本人の考えや行動を把握する。

　　　　　　　　・必要に応じて、社会資源の活用を促す。（障害年金・障害者手帳の申請等）

＜評価＞

　本人の現在の生活リズムを確立する為に、本人と面談をして現在の生活の中で何を訓練するのか、何の為に青山荘で訓練しているのかを本人に理解してもらうと共に、家族に対しても介入が必要である。本人の父様と母様が本人に対しての考え方が事なる為、家族支援の必要性もある。本人は携帯電話で母様に連絡を取り、自炊の材料などを購入してくるなど少し過保護と思われる関係である。青山荘退所後についてどうしたいか、本人と家族と面談を通し本人のニーズを見出す。介入方法として本人のやれる所から一つずつやりその都度対応していく、一日一日の行動を振り返りながら、その中で突破口を見つけ出しさらに介入をしていく。
